






















































　平成 24 年 7月24日（火）、宇都宮大学教育学部・
スクールサポ トーセンター主催の教職員サマーセミ
ナーの一講座として「外国人児童生徒教育実践を
創造するための視点・視野」が開催された。同講
座は、HANDSプロジェクトの活動の一環をなす
ものであり、プロジェクトの活動としては 3 年連続
丸山　剛史
「外国人児童生徒教育実践を創造するための　　　
　　　　　　　　　　　視点・視野」を終えて
9HANDS next
して開講している講座である。ただし、プロジェク
ト発足の前年度にも開講しているので、外国人児
童生徒教育に関する講座は 4 年連続して開講して
いることになる。今年度は以下の 5 名の教員に分
担で講義していただいた。
　・本プロジェクトの概要及び外国人生徒の高校
進学問題　田巻松雄（国際学部・教授）
　・栃木県の外国人児童生徒教育と他の自治体
の取り組み　丸山剛史（教育学部・准教授）
　・子どもの言語発達と日本語指導　鎌田美千子
（留学生センター・准教授）
　・イギリスの多言語クラスへの対応　森田香緒
里（教育学部・准教授）
　・栃木県内の日本語教室の取り組みをどうみる
か　小原一馬（教育学部・准教授）
　私の担当箇所では昨年度の調査（愛知県小牧
市における母語教育実践の視察及びインタビュー）
を踏まえて、講義の内容を大幅に改め、講座のテー
マに接近することを試みた。
　受講者は 9 名と少ないように思われるが、開講
時期および開講が 4 年連続していることを考慮
すれば、必ずしも少ない人数ではないと思われる
（小・7名、中・1 名、高・1 名）。また、指定研修（初
任者研修、10年研修）は2名のみで、残り7名はまっ
たく自主的な研修であることを考慮すれば、受講
者の意欲の高さが窺える。実際、今年度は適応
指導・日本語指導に従事された方が多く、議論も
突っ込んだ内容のものが多かった。
　以下に受講者の感想を掲げ、講座の様子を少し
でもリアルに伝えるようにしたい。掲載の都合上、
語尾を一部改めていることを付記しておく。
　・今回のテーマに直接関わっている先生方の声
を聞くことができた。普段興味があっても聞
くチャンスがなかった話を聞くことができて勉
強になった。
　・今自分のやっていることに、理論的裏づけを
していただけた気がする。
　・外国人児童生徒教育に関する実情や対応に
ついて、さまざまな角度から教えていただくこ
とができた。
　・母語・母文化の尊重・多文化共生（異文化理
解）など、「日本語教育」が進展している実
態を知ることができた。
　・森田先生にご指導いただいた内容は、今まで
と全く違った切り口からのもので、特に日本
語指導担当者としての、大切な、基礎的な知
識としてとても勉強になりました。「リライト教
材」などについても、もう少しお話をお聞きし
たかったです。鎌田先生の具体的なお話しも、
もっと時間があったら、と思いました。丸山
先生のお話の中の「外国人教育方針・指針」、
アイデンティティの確立ということも、さらに
学習しなければ、と感じました。その他、ど
の講義も、専門的な立場からで、興味深く、
ありがたく感じました。
　・今まで知らなかった外国人児童生徒の現状、
課題を知ることができました。母語と日本語
の狭間でアイデンティティーの確立さえ苦しん
でいることは考えてもいませんでした。また外
国人児童生徒の問題は、異なる文化・思考を
持つ親とのコミュニケーション、歩み寄りが大
切なのだと思いました。そういった新たな視
点に気づくことができたので大変為になりまし
た。
　・現場の実践に役立つ、理論的な内容が組み
込まれていて大変参考になりました。大学の
アカデミックな知にふれることで、今までの
実践を振り返ることができたし、今後の方向
性の確認もできました。
　・外国人児童生徒教育を扱った研修には何回
か出ていますが、いろいろな立場から見ると
様々なとらえ方や問題点があって、興味深い
な…と思いました。
　年々参加者の満足度は高まっており、内容は充
実してきたように思われる。HANDSプロジェクト
は当初計画の最終年度を迎え、今年度で一区切り
つくことになる。次年度以降のセミナーの開催方
法を再検討し、今後も少しでも有意義なセミナー
を開催できれば、と考えている。
